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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・日本文学 

キーワード：書誌学・文献学・日本漢学 

 

１．研究計画の概要 

本研究は、日本漢籍（日本で用いられた漢

籍の意。日本で書写或いは刊行された漢籍

（日本人の著作を含む）及び中国・朝鮮で書

写或いは刊行された漢籍で日本に将来され

たものを総称して言う）の中で明治期以降に

海外に流出し、現在も海外に所蔵されるもの

を網羅的に調査し、１、所蔵機関ごとにその

目録を作成し、２、書籍一点ごとに書誌情報

を示し、３、善本と考えられるものについて

は詳細な解題を付することを目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

 ２００８年度から２０１０年度までの３

年間に調査を行なった日本漢籍所蔵機関は

以下のとおり。 

米国・シカゴ大学東アジア図書館 

米国・ニューベリー図書館 

米国・フィールド博物館図書室 

米国・カリフォルニア大学バークレイ校東ア

ジア図書館 

英国・大英図書館 

中国・中国国家図書館 

中国・科学院図書館 

中国・北京大学図書館 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

上記所蔵機関の内、米国の４箇所について

はすでに９割方の書誌調査を終え、２０１１

年度中に目録を完成できる見通しである。大

英図書館の蔵書については既存の目録があ

るので、本研究ではこれを活用して、書誌情

報・善本解題の作成を行なっている。書誌調

査は全体の６割が、解題は２割が終わってお

り、完成までにあと３年を要する見込みであ

る。中国の諸機関の蔵書については、調査を

始めたばかりである。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 所蔵機関ごとの分類目録・書誌情報・善本

解題を完成して後は、善本の翻印、或いは影

印を行なうことが望ましいと考えている。こ

れによって、日本国内に存在する資料の補完

が図られ、研究の進展が促されるであろう。 
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